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 (論文審査の要旨)  
学士（工学）、修士（工学）河野隆太君の学位請求論文は「A Scalable Routing 
Methodology for Low-Latency Interconnection Networks (低遅延相互結合網のため























さらに、第 6 章では第 4 章、第 5 章で提案した手法を組み合わせた場合について評
価を行い、従来提案された手法に比べて、平均通信遅延を 5.8％削減、ネットワークス
ループットを最大 62％向上、必要なルーティングテーブルエントリ数を最大 91％削減
したことを示している。 
第 7 章では、全体の結論をまとめ、提案手法により大規模システムにおいて配線長
制限付きランダムネットワークの実装上のスケーラビリティと柔軟性が向上した点に
ついて述べている。 
以上、要するに、河野君の博士論文は、配線長制限付きランダムネットワークにお
けるルーティング上の重要な問題点のいくつかを解決し、実用化に貢献した点で、工
業上、工学上、寄与するところが少なくない。 
よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
